
平成22年度 高知市立高知商業高等学校 自己評価書 
※ 評価は，Ｓ…大変優れている，Ａ…優れている，Ｂ…概ね良好，Ｃ…要改善の４段階 

大項目 中項目 小項目（評価指標・具体的な取り組みＰ） 達成状況・改善方策 評価 

①授業規律の徹底 

共通指導：授業者一分前教室着の厳守 
全体的には概ね良好であり、市商祭後の規律の徹底が

課題である。 
Ｂ 

②清掃の徹底 概ね良好である。今後特に1年次における統一した指

導が大切である。 
Ｂ 

③服装指導の徹底 

共通指導：日常的な点検・指導の実践 

学年と生徒部の連携により随分と改善がみられた。 

計画的且つ日常的な指導が大切である。 
Ｂ 

ビジネスマナ

ー教育の徹底 

④挨拶・適切な言葉遣い指導の徹底 

共通指導：職員室・準備室での指導徹底 

概ね良好である。日常の生活における職員室等での指

導をさらに徹底する必要がある。 
Ｂ 

①学力向上・授業レベル向上・家庭学習時

間増をめざす指導 
指導の効果が出始めている。One-Week-trialの取組み

や課題の増加、日常の生活改善に役立てる指導が行な

われ、成果が出ている。 

Ｂ 

②検定一級・高資格取得者を増やす指導 

検定1級3種目取得 30名以上 
商業科の取組みや各ホーム・学科コースの取組みによ

って目標を達成した。計画的指導が望まれる。 
Ａ 

③高いレベルの進路を実現する指導 

国公立大学合格 15名以上 

進路決定100% 

現在も取り組みを継続中である。国公立は現在12名で

あるが、県外大に合格した意味は大きい。また、各教

科でも積極的な取り組みが進みつつある。 

Ｂ 

④行事の質的向上をめざす指導 各教科でも指導し、全校あげて積極的に取り組めてい

る。今後は具体的な目標をいくつか挙げ達成できるよ

うに取り組んでいく必要がある。 

Ａ 

⑤全国的レベルの部活動、生徒会活動の実

現・文化部を活性化させる指導の充実 

部活動加入100% 全国大会10種目以上 

部活動加入率・全国大会ともに達成。文化部や商業科

でも今年積極的に取り組まれており成果も上がってい

る。体育部の益々の振興を図る。 

Ａ 

伸ばす指導の

徹底 

⑥特色ある教育活動・新しい教育実践の創

造 
IS・大学見学・商品開発・工科大連携・高知大連携等

取り組みが進んでいる。外部講師による講演など教科

による新しい実践も行なわれてきた。 

Ａ 

①授業における「論述する」「発表する」

活動の促進 
各教科において、取組みが進んできている。研究授業

でも意識的に取り組めてきている。 
Ｂ 
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コミュニケー

ション能力の

育成 

②コミュニケーション能力（傾聴能力・伝

達発表能力・課題解決能力等）育成の観

点を持った行事・生徒会活動や部活指導 

集会においては、聞くことができている。行事におけ

る発表能力についても向上している。学年の講演会な

どにおいては課題があり、学年の取組みの徹底が必要。 

Ｂ 

①校内ＬＡＮの積極的活用 

 閲覧100%をめざす 
閲覧件数が昨年より飛躍的に増加している。しかし、

一方で若干未閲覧者の固定化がみられる。 
Ｂ 

②公文書共有化の促進 未実施、未整備のまま。 Ｃ 
情報管理 

(組織文化) 

③各組織会議報告の収集と共有化 組織報告書の提出部署が2極化している。 Ｃ 

①授業改善実践の一層の充実 計画通りに実施中。質的向上が見られる。 Ｂ 

②若者の起用と育成 運営委員会・新教課検討委における若年層の活躍が見

られた。 
Ｂ 

人材開発 

(組織過程) 

③中堅教員のリーダーシップの育成 管理職による支援が不十分である。 Ｃ 

①学校課題の共有化 Webの活用進む。学年別等小G討論の実施 Ｂ 

②5w2hを明確にした提案型会議の推進と

新しい教育実践の創造 

会議は推進されているが、今後より多くのボトムアッ

プの提案が求められる。 
Ｃ 

③学校再編計画の推進 充実した新教育課程推進委員会が実施されている。 Ａ 

④総合的キャリアプランの策定 進路部をはじめあらゆる部署で取り組まれており、成

果も出ているが、策定までは至っていない。 
Ｃ 

改善力のある

組織体制 

⑤特進コース・学力向上策の推進 一層の研究と周到な実践計画立案が必要である。 Ｃ 

①計画的かつ主体的な組織運営 概ね良好である。 Ｂ 

②明確な役割分担と責任体制 概ね良好である。情報班・数学科は徹底している。 Ｂ 

平
成
22
年
度
重
点
学
校
組
織
運
営
計
画 

各部署の組織

運営・活動 
③報連相の徹底 概ね良好である。 Ｂ 

総合

計画 

特色ある学校として中学生に選ばれ、進学にも就職にも強

い持続的発展可能な学校をめざす 

(総合指標：県下一の入学志願者数) 

教務部のリードのもと中学校説明会の実施校数、生

徒・保護者の反応も上々である。今後も進学にも就職

にも強い学校を目指す。 

Ｂ 

 

経営のまとめ 

（成果と課題） 

(成果)(1) 伸ばす指導において、検定の成果や部活動実績、行事の質的向上、新しい実践など成果がでてきた。 

   (2)学校再編計画についても、早い段階から積極的な論議が進行している。 

(課題)(1)学力向上対策は重要な課題である。 

   (2)ビジネスマナーの徹底、特に授業規律の確立の責任は教員の側にあることを再認識し、粘り強く取り組

みを強化する必要がある。また、共通指導の重要性を全員再確認し実践すること。 

   (3)就職100%実現・国公立大学受験者へのさらなる細かい指導計画が必要である。 

   (4)学校組織運営については、いくつか課題があり、今後適切な管理運営計画が必要である。 
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